
『大
経
』

の

「自
然
」
・
老

荘

の

「自
然
」

は

じ

め

に

山 

田 

恵 

文

『大
無
量
寿
経
』(

以

下

『大
経
」
と
記
す)

に
は
、

中
国
思
想
の
影
響
を
受
け
た
用
語
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
学
に
よ
っ
て
指 

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
よ

く

知

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

「
阿
弥
陀
」

の

訳

語

と

し

て

「
無
量
寿
」

が
用
い
ら
れ
た
の
は. 

不
老
長
生
を
好
む
中
国
人
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、

三
毒
五
悪
段
は
そ
れ
自
体
、
中
国
で
成
立
付
加
し
た
部
分
で

②

あ
る
と
も
見
な
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
に
は
道
教' 

儒
教
に
由
来
す
る
用
語
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
中
で
も' 

と
り
わ
け
注
目 

さ
れ
る
の
が
、

『大
経
』

全

体

に

わ

た

っ

て

見

ら

れ

る

「
自
然
」

の
語
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
浄

土

の

往

生

人

の

姿

を

「自
然
虛
無
之
身

③

無
極
之
體
」
と
表
現
す
る
が
、

こ

の

「
自
然
」

「
虚
無
」

「
無
極
」
と
も
中
国
の
老
荘
思
想
そ
の
も
の
を
表
す
と
言
っ
て
も
良
い
用
語
で
あ 

る
。

『大
経
』

の
翻
訳
時
、
中
国
の
思
想
界
に
お
い
て
老
荘
思
想
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば' 

そ
の
影
響
を
受
け
て
用
い
ら 

れ
た
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
な
ら
ば
、

『大
経
』

の

「
自
然
」

が
意
味
す
る
も
の
は
、
道
家
の
思
想
の
枠
内 

で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
。
む

し

ろ

『大
経
』

と
い
う
経
典
に
お
い
て
託
さ
れ
た
意
味
を
読
み
取 

る
視
点
を
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
少

な

く

と

も

「自
然
」
を
多
く
語
る
親
鸞
の
視
点
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
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は
、

『大
経
』

の

「自
然
」

の

意

義

を

『老
子
』

『荘
子
』

の

「
自
然
」
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
解
明
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
更
に
親 

鸞
の
視
点
に
も
若
干
言
及
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ー
、
『大
経
』

の

「自
然
」

『大
経
』

に

数

多

く

見

ら

れ

る

「
自
然
」

の
語
は
、

『老
子
』

『荘
子
』

に
お
け
る
自
然
の
思
想
を
背
景
と
し
た
用
語
で
あ
る
と
従
来
よ 

り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『老
子
』

『荘
子
』

は
ど
ち
ら
も
紀
元
前
に
成
立
し
た
書
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
説
か
れ
る
思
想
が
知
識
人
に
受
容
さ 

れ
、
よ
く
行
わ
れ
た
の
は
、
後
漢
滅
亡
後
、
即
ち
紀
元
三
世
紀
以
降
で
あ
る
。
同
じ
く
そ
の
頃
、
仏
典
の
翻
訳
が
活
発
に
行
わ
れ
、

そ
の 

解
釈
は
老
荘
思
想
を
媒
介
に
し
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
仏
教
理
解
を
格
義
と
言
う
が
、

『大
経
』

の
異
訳
で
あ
り
初
期
無
量
寿
経
と
も
称
さ

⑤
 

れ

る

『大
阿
弥
陀
経
』

『平
等
覚
経
』

は
、
ま
さ
に
格
義
仏
教
全
盛
の
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。

こ
の
両
本
に
は
一
四
七
カ
所
、
 

一
ハ
二
カ
所
に
も

及
ぶ

「自
然
」

の
語
が
見
え
る
。

『大
経
』

は
、
格
義
仏
教
終
焉
の
目
安
と
な
る
鳩
摩
羅
什
以
降
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典 

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ

こ

に

五

十

六

カ

所

の

「自
然
」

が
見
ら
れ
、
唐

代

の

『如
来
会
』

に
は
九
カ
所
、
宋

代

の

『荘
厳
経
』

に
至 

っ

て

は

「自
然
」

の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
老
荘
思
想
を
媒
介
と
し
た
格
義
の
時
代
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て
、

「自
然
」

の
数
が
減
少
し
て 

い
く
の
は
、
老
荘
色
の
強
い
用
語
を
排
除
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
指
し
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

で

は

如

何

な

る

教

説

上

の

「
自 

然

」
が
減
少
し
て
い
る
の
か
、
各
経
典
を
分
科
し
て
検
討
し
て
み
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

如
来
浄
土
の
果

如
来
浄
土
の
因

序
分

7
〇

『大
阿
弥
陀
経
』

49 3
〇

1 "
平
等
覚
経
』

7 4
〇

『大
経
」

3 5
〇

『如
来
会
』
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計

流
通
分

釈
尊
の
勧
誡

衆
生
往
生
の
果

衆
生
往
生
の
因

〇
24 13

〇 44 3
13

65 1 30
3

9
〇 〇 〇

こ
れ
は
、

〈無
量
寿
経
〉

の

漢

訳

諸

本

を

序

分

，
如

来

浄

土

の

因

，
如

来

浄

土

の

果

・

衆

生

往

生

の

因

，
衆
生
往
生
の
果
・
釈
尊
の
勧 

誡

，
流
通
分
の
七
段
に
分
け
て
、

そ

れ

ぞ

れ

の

段

に

お

い

て

「自
然
」

が
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
か
示
し
た
表
で
あ
る
。
す
る
と
初
期
無
量 

寿

経

か

ら

『大
経
』

に

至

っ

て

「
自
然
」

は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、

そ

れ

は

如

何

な

る

教

説

上

の

「
自
然
」

で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
 

如
来
浄
土
の
果
・
衆
生
往
生
の
因
・
衆
生
往
生
の
果
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
段
で
は
、
主
と
し
て
浄
土
の
荘
厳
が
描
写
さ
れ
て 

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の

教

説

上

に

お

い

て

表

現

さ

れ

る

「
自
然
」

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば

、

『
平
等
覚
経
』 

で
、

其
諸
菩
薩
、
意
飢
レ
得
一
一
萬
種
自
然
之
物­

在
レ
前
、
則
自
然
百
雜
色
華
、
百

種

自

然

雜

繪

，
幡
綵
百
種
物' 

自

然

劫

波

育

衣

、
自
然 

七
寶
、
自

然

燈

火

、
自

然

萬

種

伎

樂

、
悉

皆

在

”前

。
其
華
香
萬
種
自
然
之
物
者
、
亦
非
一-
世

間

之

物-

也
、
亦
復
非
一
一
天
上
之
物
一 

也
。
是
萬
種
之
物
、
都

爲

ハ

方,

上
下
衆
物
、
自
然 

共
合
會 

化
生 

耳
。
意
飢
し
得 

者
則
自
然 

化
生 

在
レ
前
、
意
不
レ 

用
者
便 

則
自
化
去
。 

(
1 '

真
聖
全
』

一
・
九
二
頁) 

と
あ
る
よ
う
に
、

「
自
然
」

は
諸
仏
へ
の
供
養
物
の
一
つ
一
つ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ

の

過

剰

な

ま

で

の

「自

然

」

の
繰
り
返
し
は
、
 

明
ら
か
に
老
荘
思
想
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
翻
訳
当
時
の
思
想
状
況
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

こ
の
経
文
に
対
応
す 

る

『大
経
』

の
同
等
箇
所
で
は
、
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佛
吿
ー
ー
阿
難
-0
彼
國
菩
薩
、
承
一
一
佛
威
神
ハ
ー
食
之
頃
、
往
一
一
詣
十
方
無
量
世
界
ハ 

恭
ー
ー
敬
供
ー
ー
ー
養 

諸

佛

世
尊

—〇
隨
一
ー
心
所 

念
ハ 

華

香

・
伎

樂

・
繪

蓋

・
幢
謄
、
無
數
無
量
供
養
之
具
、
自
然 

化
生
、
應
レ
念
卽
至
。 

(

『真
聖
全
」

ー
・
二
ハ
頁) 

と
あ
る
よ
う
に
、

「
供
養
の
具
が
自
然
に
化
生
す
る
」
と
の
み
説
か
れ
る
。
初
期
無
量
寿
経
に
お
い
て
は
、
乱
用
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て 

も

過

言

で

は

な

い

ほ

ど

の

「
自
然
」

が
、
浄
土
の
荘
厳
を
説
く
教
説
に
お
い
て
見
ら
れ
る
の
だ
が
、

こ
の
例
の
よ
う
に
、

そ
の
多
く
は 

『大
経
』

に
至
っ
て
削
除
さ
れ
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
釈

尊

の

勧

誡(

三
毒
五
悪
段)

の

「
自
然
」

は
、
比
較
的
減
少
の
幅
が
小
さ
い
こ
と
に
注
目
出
来
る
。

『大
経
』

の
三 

毒
五
悪
段
は
、
初
期
無
量
寿
経
の
教
説
を
整
文
化
し
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
そ
の
過
程
の
中
で
、
あ 

る
程
度
対
応
す
る
形
で
受
け
継
が
れ
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。

さ
て
、
以

上

の

よ

う

に

〈
無
量
寿
経
〉

の

「
自
然
」

は
、
削
除
さ
れ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
の
だ
が
、
し 

か
し
、
そ

の

事

実

を

も

っ

て

「
自
然
」
は
こ
の
経
典
に
お
い
て
不
要
な
用
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ 

な

ら

ば

「
自
然
」
は
削
除
さ
れ
つ
つ
、
ま
た
そ
の
一
方
で
教
説
に
よ
っ
て
は
保
持
さ
れ
て
き
た
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

少

な

く

と

も

『大
経
』

の

「
自
然
」
は
削
除
さ
れ
る
中
で
、
保
持
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
と
い
う
一
面
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
保
持
さ
れ
た 

用
語
で
あ
る
と
い
う
面
に
積
極
的
な
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、

『大
経
』

の

「自
然
」

を
考
究
す
る
意
義
が
あ
る
と
言
え 

よ
う
。

で

は

『大
経
』

に

お

け

る

「
自
然
」

に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先

に

見

た

よ

う

に

『大
経
』

の

「
自
然
」
は 

そ
れ
ぞ
れ
の
教
説
に
お
い
て
保
持
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
教
説
に
お
い
て
性
格
の
異
な
る
用
語
で
あ
る
と
見
当
づ
け
ら
れ
る
の 

で
あ
る
が
、

そ
の
特
色
か
ら
分
け
る
と
す
れ
ば
大
き
く
二
つ
に
分
類
出
来
よ
う
。

そ

の

一

つ

が

「
無
為
自
然
」
と

名

付

け

ら

れ

る

「
自 

然
」

で
あ
り
、
例
え
ば
、

〇
自
然
七
寶
〇
自
然
音
樂
〇
自
然
妙
聲
〇
自
然
德
風
〇
自
然
萬
種
伎
樂
。
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〇
自
然
化
生
〇
自
然
合
成
〇
自
然
盈
滿
〇
自
然
相
和
〇
自
然
化
成
〇
自
然
飽
足
〇
自
然
風
起
〇
自
然
得
聞
〇
自
然
在
身 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ

れ
ら
は

浄
土
の
荘
厳

の
相
や

は

た
ら

き

を

修

飾
す

る

「自
然
」

で
あ
る
。

二
つ
目
が
、

「業
道
自
然
」
と
名
付 

け

ら

れ

る

「自
然
」

で
、

〇
後
受
ー
一
殃
罰
ハ
自
然
趣
向
〇
皆
悉
自
然
、
入
一
一
諸
惡
趣
一

〇
罪
報
自
然
〇
天
道
自
然
〇
善
惡
自
然
〇
數
之
自
然
〇
福
德
自
然
〇
自
然
三
塗
無
量
苦
惱

と
あ
る
よ
う
に
、
娑
婆
世
界
に
お
い
て
流
転
す
る
衆
生
の
相
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

三
毒
五
悪
段
の
み
に
見
ら
れ

る
「
自
然
」

で 

あ
り
、
善

悪

の

業

に

よ

っ
て

生

じ

る

因

果

応

報

の

道

理

を

表

現

す

る

た

め

に

「
業
道
自
然
」
と
名
付
け
ら
れ
る
。
以

上

の

よ

う

に

「
自 

然
」

は
、

『大
経
』

の
教
説
か
ら
見
れ
ば
、
浄

土

の

徳

相

を

表

す

「自
然
」
、
娑

婆

世

界

の

相

を

表

す

「自
然
」

と
に
大
き
く
二
分
し
て
見 

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

で
は' 

こ

れ

ら

の

「
自
然
」

の

由

来

と

な

る

『老
子
』

『荘
子
』

の
自
然
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を 

持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
老

荘

の

「自
然
」

『老
子
』

『荘
子
』
と
も
、

そ
の
書
の
作
者
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
最

古

の

伝

記

資

料

を

載

せ

る

司

馬

遷

の

『史
記
』

に
よ 

れ
ば
、
老
子
は
、
楚
の
苦
県
の
人
で
周
の
守
蔵
室
の
役
人
を
し
て
い
た
が
、
周
を
去
る
時
、
関
所
の
役
人
に
請
わ
れ
て
五
千
字
あ
ま
り
の

⑨

書
を
残
し
た
と
い
う
。
ま
た
荘
子
は
、
紀
元
前
四
世
紀
の
宋
の
人
で
名
を
周
と
言
い
、
漆
園
の
役
人
で
あ
っ
た
。
学
識
広
く
寓
言
に
巧
み 

0

で
、

そ
の
著
書
は
十
余
万
字
に
及
ぶ
と
あ
る
。

し
か
し
、
老
子
そ
の
人
に
対
し
て
は
、

そ
の
実
在
が
疑
わ
れ
、
実

際

に

現

存

す

る

『老 

子
』

は
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
戦
国
時
代
以
降
の
作
で
あ
り
、
恐
ら
く
道
家
に
属
す
る
人
々
が
そ
の
思
想
を
体
系
化
し
て
ま
と
め
、
老
子 

の
名
に
仮
託
し
た
書
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ま

た

『荘
子
』

に
つ
い
て
も
、
荘
周
そ
の
人
の
存
在
に
つ
い
て
は
一
応
認
め
ら
れ
る
も
、
内 

篇
・
外
篇
・
雑
篇
合
わ
せ
て
三
十
三
篇
あ
る
内
、
荘
周
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
は
内
篇
七
篇
、
も
し
く
は
そ
の
中
の
数
篇
の
み
で
あ
り
、
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後
は
後
学
者
の
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
見
る
の
が
今
日
の
定
説
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

に

『老
子
』

『荘
子
』

の
成
立
に
つ
い
て
は
多 

く
の
問
題
が
あ
る
が
、

こ
の
両
書
は
中
国
の
思
想
界
に
お
い
て
儒
家
の
思
想
と
相
対
峙
す
る
が
如
く
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。 

で
は
、
両
書
を
合
わ
せ
て
称
さ
れ
る
老
荘
思
想
と
は
、

一
体
如
何
な
る
思
想
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

『老
子
』

『荘
子
』
と
も
そ
の
成
立
が 

ー
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
推
察
さ
れ
る
よ
う
に' 

そ
の
思
想
内
容
に
相
違
が
見
ら
れ
一
概
に
は
と
う
て
い
言
い
尽
く
せ
な
い
が
、
 

そ
れ
で
も
あ
え
て
老
荘
思
想
の
特
徴
を
端
的
に
述
べ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
人
間
の
は
か
ら
い
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
真
実
を
見
る
思 

想
と
言
え
よ
う
か
。

例
え
ば
、

『老
子
』

に
は
政
治
に
つ
い
て
の
言
及
が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
が
、

そ

の

主

張

は

「
無
為
を
為
せ
ば
、
則
ち
治
ま
ら
ざ
る
は 

な
し
」
、
即

ち

「
無
為
の
治
」
と
し
て
現
れ
る
。

太

上

下

知

”有
レ
之
。
其
次
親
レ
之
譽
レ
之
。
其
次
畏
レ
之
、
其
次
侮
レ
之
。
信
不
レ
足
焉
。

猶
兮
其
貴
レ
言
。
功
成
事
遂
、
百
姓
皆
謂
一
一
我 

自

然

-0(
淳
風
第
一
七
，
七
頁) 

最
上
の
君
主
は
、
民
衆
が
そ
の
存
在
を
知
る
だ
け
の
君
主
で
あ
る
。
次
に
よ
い
君
主
は
、
民
衆
が
親
し
み
誉
め
讃
え
る
君
主
で
あ
る
。
 

そ
の
次
の
君
主
は
、
民
衆
に
畏
れ
ら
れ
る
君
主
で
あ
り
、
最
下
の
君
主
は
、
民
衆
に
侮
ら
れ
る
君
主
で
あ
る
、
と
い
う
。

つ
ま
り
優
れ
た 

指
導
者
は
、
民
衆
の
自
然
の
生
き
方
に
従
う
だ
け
な
の
で
、
お
の
ず
か
ら
治
ま
り
、
逆
に
人
為
を
は
た
ら
く
指
導
者
は
民
衆
を
苦
し
め
る 

こ
と
に
さ
え
な
る
。
民
衆
か
ら
す
れ
ば
、
指
導
者
の
存
在
が
忘
れ
去
ら
れ
る
ほ
ど
の
政
治
が
お
の
ず
か
ら
成
功
し
て
い
る
政
治
で
あ
り
、
 

逆
に
指
導
者
の
存
在
が
明
確
に
見
え
る
ほ
ど
、

そ
の
政
治
は
悪
し
き
政
治
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

更

に

『老
子
』

は
、
政
治
の
原
理
か
ら
無
為
自
然
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
理
想
的
な
生
き
方
と
し
て
説
い
て
い
く
。
 

天
長
地
久
。

天
地
所
一
一
以
能
長
且
久
一
者
。
以
二
其
不
一
一
自
生
-0
故
能
長
生
。
是
以
聖
人
。
後
一-
其
身
一
而
身
先
。
外
一-
其
身
一
而
身
存
。
 

非

”以­-
其
無
マ
私
邪
。
故
能
成-
一
其
私
-0(
韜
光
第
七
・
五
頁) 

天
地
が
永
遠
に
あ
り
得
る
理
由
は
、

そ
こ
に
自
ら
生
き
よ
う
と
い
う
意
識
的
な
は
か
ら
い
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
聖
人
と
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呼
ぶ
べ
き
人
の
生
き
方
も' 

人
に
先
ん
じ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
意
識
的
な
は
か
ら
い
が
な
い
の
で
、
か
え
っ
て
私
を
全
う
す
る
こ
と
が
出 

来
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

『老
子
』

は
人
間
の
賢
し
ら
な
知
恵
や
欲
望
を
人
為
と
し
て
、

そ
の
人
間
の
は
か
ら
い
が
人
間
の
本
性
を
損
な 

い
傷
つ
け
る
と
主
張
す
る
が
、

こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
無
私
な
る
我
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
真
の
生
き
方
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る 

と
言
え
よ
う
。

一
方
、

『荘
子
』

の
思
想
は' 

確

か

に

『老
子
』
と
同
じ
く
人
為
を
否
定
す
る
思
想
と
言
え
る
が
、

そ
の
人
為
を
如
何
に
捉
え
る
か
と 

い
う
点
で
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
荘
周
は
人
為
の
最
た
る
も
の
に
人
間
の
思
慮
分
別
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
人
間
が
行
う
相
対
的
な
価 

値
判
断
こ
そ
が' 

真
実
を
妨
げ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
価
値
判
断
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
立
脚
し
た
生
き
方
を
説
く
。
人
間
の
価
値
判
断
と 

は
、
自
分
を

基

準

に

し

た

善

悪

，
優

劣

，
貴

賤

，
幸
不
幸
な
ど
と
相
対
的
に
現
れ
る
も
の
だ
が
、
荘

周

は

こ

の

判

断

を

超

え

て

「
万
物
尽 

く
然
り
て
、
是
を
以
て
相
つ
つ
む
」
と
い
う
境
地
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
随
順
す
る
境
地
を
説
く
。
万
物
を
斉
し
く
見
る
、

こ

の

「
万 

物
斉
同
」

の
境
地
に
立
て
ば
、
生
死
の
問
題
で
さ
え
も
斉
し
く
包
ん
で
し
ま
う
。

豫
惡
乎
知
一
ー
說
レ
生
之
非
〉
惑
邪
。
豫
惡
乎
知
ー
ー
ー
惡
“死
之
非-
一
弱
喪
而
不
”知
レ
歸
者
一
邪
。 

(

斉
物
論
篇
，
二
四
頁) 

人
間
は
生
を
喜
び
死
を
憎
む
が
、
果
た
し
て
そ
の
認
識
が
惑
い
で
は
な
い
と
ど
う
し
て
言
い
切
れ
る
の
か
と
、
荘
周
は
問
い
か
け
る
。
 

生
死
を
分
け
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
惑
い
の
根
本
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
荘
周
は' 

生
に
あ
っ
て
も
死
に
あ
っ
て
も 

安
ん
ず
る
境
地
を
理
想
と
し
て
説
く
の
で
あ
る
。

故
聖
人
將
レ
遊
一
一
ー
於
物
之
所-
ー
不
レ
得
レ#

而

皆

存

—〇

善"

夭

善

“老

、
 

善
し
始
善
し
終
。 

(

大
宗
師
篇
，
五
三
頁) 

聖
人
と
言
う
べ
き
人
は
、

一
切
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
境
地
に
遊
び' 

青
春
を
楽
し
み
老
年
を
楽
し
み
、
人
生
の
始
め
も
終
わ
り 

も
よ
し
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
荘
周
は
、
人
生
が
如
何
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
肯
定
し
、
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
と 

め
る
境
地
を
説
く
。
自
ら
の
基
準
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
る
、

そ
こ
に
真
の
安
ら
か
な
道
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
繰
り
返 

せ
ば
、

『荘
子
』

の

根

本

主

張

で

あ

る

「
万
物
斉
同
」
と
は
、
人
間
の
価
値
判
断
が
あ
ら
ゆ
る
対
立
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
り
、

そ
の
対
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立
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
真
実
な
る
道
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
思
想
と
言
え
よ
う
。

以

上

の

よ

う

に

『老
子
』

『荘
子
』

の
思
想
は
、
内
容
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
主
張
は
人
為
が
真
実
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る 

と
い
う
点
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ

の

人

為

を

超

え

た

「
お
の
ず
か
ら
し
か
る
」
世
界
を
説
く
た
め
に
、
無
為
自
然
の
思 

想
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
に
、

『老
子
』

『荘
子
』

に

「自
然
」

の
語
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

『老
子
』

に

お

け

る

「
自
然
」

(1) 

猶
兮
其
貴
」
言
、
 

功
成
事
遂
、
百
姓
皆
謂
一
一
我
自
然―
〇

(

淳
風
第
一
七
，
ハ
頁)

(2) 

希
言
自
然
。
飄
風
不
レ
終
し
朝
、
驟
雨
不
し
終
レ
日
。
孰

爲

”此
者
。
天
地
。 

(

虚
無
第
一
三
：

九
頁)

(3) 

人
法
レ
地
、
地
法
レ
天
、
天
法
レ
道' 

道
法
一
ー
自
然―
〇

(

象
元
第
二
五-

ー
〇
頁)

(4) 

道
生
レ
之
、
德
畜
レ
之
、
物
形
レ
之
、
勢
成
レ
之
。
是
以
萬
物
、
莫
レ
不-
一
尊
レ
道
而
貴"

德
。
道
之
尊
德
之
貴
、
夫
莫
ー
一
之
命
ハ
而 

常
自
然
。 

(

養
徳
第
五
一
・
一
六
頁)

(5) 

聖
人
欲
レ
不
レ
欲
、
不
レ
貴
一-
難

“得

之

貨
-0
學
レ
不
レ
學
、
復
-
衆
人
之
所
”
過
。
以
輔
一
一
萬
物
之
自
然
ハ
而
不
一
一
敢
為
—〇

(

守
微
第
六
四
・
一
九
頁)

『荘
子
』

に

お

け

る

「
自
然
」

(
1
)

吾
所
レ
謂
無
レ
情
者' 

言
・
人
之
不
〒
以
一
一
好
惡-

內
傷
・
其身

1
!

常

因
-
自
然
一
而
不
よ
益
レ
生
也
。

(

徳
充
符
篇
・
四
ハ
頁)

(
2
)

汝
遊
ー
一
心
於
淡
ハ
合
一
一
氣
於
漠
一
順
一
一
物
自
然
ハ
而
無
レ
容
”私
焉
、
而
天
下
治
矣
。

(

応
帝
王
篇
・
六
三
頁)

(3) 

夫

至

樂

者
(

中
略)

應

”之
以­
一
自
然
ハ
然
後
調
一
一
理
四
時
ハ
太
一
一
和
萬
物
-0

(4) 

吾
又
奏
レ
之
以-
ー
無
し
怠
之
聲
ハ
調
レ
之
以­
一
自
然
之
命'?

(5) 

當
一
是
時-

也' 

莫-
一
之
爲
一
而
常
自
然
。

(6) 

知
一
一
堯
桀
之
自
然
而
相
非
ハ
則
趣
操
覩
矣
。

(

天
運
篇
・
一
〇
七
頁) 

(

天
運
篇
・
ー
〇
ハ
頁) 

(

繕
性
篇
・
一
ー
七
頁) 

(

秋

水

篇

ニ

ニ

頁
)
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(
7
)

禮
者
世
俗
之
所
レ
為
也
、
眞
者
所
ー
ー
ー
以
受--
於
天
一
也
、
自
然
不
レ
可
”易
也
。 

(

漁
父
篇
・
ニ
ニ
〇
頁) 

『老
子
』

『荘
子
』

の

「
自
然
」
は
全
篇
を
通
じ
て
、

『老
子
』

に
は
五
カ
所
、

『荘
子
』

に
は
七
カ
所
し
か
見
ら
れ
ず
意
外
と
少
な
い 

こ
と
に
驚
く
。

つ
ま
り
老
荘
の
自
然
と
言
え
ば
、

そ

れ

は

『老
子
』

『荘
子
』

と
い
う
書
を
貫
く
根
本
思
想
を
指
し
示
す
語
で
あ
っ
て
、
 

特

に

特

定

の

「自
然
」

の
語
を
指
し
て
の
謂
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
、

こ

こ

に

見

ら

れ

る

「
自
然
」

の
語
は
さ
ほ
ど 

意
味
を
な
さ
ぬ
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
あ

え

て

「
自
然
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
一
文
に
こ
そ
、
老
荘
の
自
然
の
意
味
が
端

⑬
 

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

例

え

ば

『荘
子
』

の
(
2
)

は
、

天

下

を

治

め

る

方

策

と

し

て

「
無
為
の
治
」
を
説
く
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
、

「
物
の
自
然
な
る 

に
順
い
て
私
を
容
る
る
こ
と
な
し
」
と

い

う

よ

う

に

「
万
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
ま
ま
に
順
っ
て' 

私
を
差
し
挟
ま
な
い
」

こ
と
が
肝
要 

で
あ
る
と
主
張
す
る
。

「
万
物
の
自
然
を
輔
け
て
」
と

い

う

『老
子
』

の
(
5
)

も
同
様
に
、
は
か
ら
い
を
加
え
ず
、

万

物

の

「
自
然
」 

に
随
順
す
る
生
き
方
を
説
く
。

つ
ま
り'

「
自
然
」

と
は
万
物
の
状
態
、
即
ち
人
間
の
は
か
ら
い
が
加
わ
ら
な
い
で' 

万
物
が
あ
る
が
ま 

ま
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
そ
の
万
物
と
は
誰
か
が
造
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

お
の
ず
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

そ

れ

を

生

み

出

す

真

理

を

『老
子
』

は
道 

と
名
付
け
る
。

そ

の

道

の

特

質

を

「自
然
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

『老
子
』

の
(
3
)

に
は
、

こ
の
関
係
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 

「
人
—

地
——

天
—

道
—
自
然
」

の
関
係
は
、
万
物
を
生
み
出
す
根
源
に
は
道
が
あ
る
が
、

そ

の

特

質

は

「
お
の
ず
か
ら
そ
う
あ
る
も
の
」
、
 

即
ち
自
然
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ

の

よ

う

に

『老
子
』

『荘
子
』

に

お

け

る

「
自
然
」
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
万 

物
の
、
人
為
の
加
わ
ら
ぬ
お
の
ず
か
ら
な
る
あ
り
さ
ま
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
は
か
ら
い
が
加
わ
ら
な
い
で
、
万
物
が
そ
れ
自
体 

の
本
性
と
し
て
あ
る
が
ま
ま
に
存
在
す
る
こ
と
を
表
す
用
語
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

こ
の
老
荘
思
想
を
端
的
に
表
し
た
用 

語

で

あ

る

「自
然
」

に

由

来

す

る

『大
経
』

の

「
自
然
」
と
は
、

一
体
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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三
、

『大

経

』

の

「
自

然

」

の

意

義

——

「
自

然

」

と

「
自

在

」

—— 

老

荘

思

想

に

お

け

る

「自
然
」
理
解
を
踏
ま
え
て
、

『大
経
』

の

「
自
然
」
を
改
め
て
俯
瞰
し
て
み
る
と
、

『大
経
』

の

「自
然
」

は
そ 

の
内
容
か
ら
、
浄

土

の

徳

相

を

表

す

「
無
為
自
然
」
と

娑

婆

世

界

の

相

を

表

す

「
業
道
自
然
」
と
に
分
け
ら
れ
た
が
、
両
者
と
も
人
間
の 

は
か
ら
い
を
超
え
た
境
界
や
は
た
ら
き
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
人
為
を
超
え
て
お
の
ず
か
ら
成
り
立
っ
て
い 

る
事
柄
を
示
す
用
語
で
あ
り
、

そ

の

点

で

は

老

荘

の

「
自
然
」
と
意
味
は
変
わ
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
両
者
に
は
決
定
的
な
違 

い
が
あ
る
。
そ

れ

は

『大
経
』

の

「
自
然
」

は
、
如
来
の
本
願
の
は
た
ら
き
を
表
現
し
た
用
語
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
 

お
の
ず
か
ら
そ
う
あ
ら
し
め
て
い
る
根
拠
が
、

『大
経
』

の

「自
然
」

に
は
明
確
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例

え

ば

先

に

掲

げ

た

「自 

然
の
七
宝
」

「自
然
に
化
生
す
る
」
等
と
あ
る
教
説
は
、
如
来
の
本
願
を
根
拠
と
し
て
お
の
ず
か
ら
成
り
立
つ
世
界
と
は
た
ら
き
を
述
べ 

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
特

に

「
無
為
自
然
」
と

呼

ば

れ

る

『大
経
』

の

「
自
然
」

の
用
例
を
見
て
み
る
と
、

そ

の

多

く

が

「
自
然
に
」 

「
自
然
の
」
と
修
飾
す
る
形
で
存
在
す
る
。

こ
れ
は
浄
土
の
荘
厳
功
徳
の
は
た
ら
く
さ
ま
を
表
現
す
る
た
め
、
形
容
詞
副
詞
的
な
用
法
に 

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

一

方

で

『老
子
』

『荘
子
』

の

「
自
然
」
を
見
れ
ば
、
修

飾

的

形

態

の

「
自
然
」
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、
そ
の
多 

く

が

「
自
然
な
り
」

と

読

む

べ

き

「自
然
」

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
老

荘

の

「
自
然
」

は
、
万

物

が

あ

る

が

ま

ま

に

「
存
在
す
る
こ 

と
」
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
用
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の

点

が

両

者

の

持

つ

「
自
然
」

の
意
義
の
大
き
な
違
い
と
言
え
よ
う
か
。
 

繰
り
返
せ
ば
、

『大
経
』

の

「
自
然
」

は
如
来
の
本
願
を
根
拠
と
し
た
用
語
で
あ
る
。

よ
っ
て' 

こ

の

「
自
然
」

は
如
来
の
本
願
を
説 

く
と
い
う
経
典
の
特
質
を
受
け
て
、

は
た
ら
き
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
内
包
し
た
用
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ

の

点

が

『大 

経
』

の

「
自
然
」
が
有
す
る
一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
が
、

そ
の
こ
と
を
異
訳
の
経
典
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
確
認
し
て
み
た
い. 

「自
然
」
が

〈
無
量
寿
経
〉

の
漢
訳
諸
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
消
滅
し
て
い
る
場
合 

の
他
、
他
の
言
葉
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
も
特
色
が
あ
る
の
が
、

「
自
在
」
と
の
関
連
が
見
ら
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れ
る
次
の
教
説
で
あ
る
。

〇

『大
阿
弥
陀
経
』

佛
威
神
甚
重
、
自
然 

所
レ
欲-
一
作
爲-

意
観
レ
有
レ
所-
一
作
爲
ハ 

不
一-
豫
計
ハ 

是
諸
天 

皆
尙
在
ー
ー
虛
空
中
一
住
止
、
何
況
佛
威
神
尊
重
、
 

欲
レ
有
レ
所
一
作
爲
一
耶
。 

(

『真

聖

舍

一

・
一
六
〇
頁)

〇

『平
等
覚
経
』

佛
威
神
甚
重
、
自
在 

所
レ
欲
一
一
作
爲
八 

意
欲
レ
有
一
一
所
作
ハ 

不
一
一
豫
計
一
也
。
是
諸
天 

皆
常
自
然
在-
一
虛
空
中
一
住
止
、
何
況
佛
威
神
尊 

重

、
自-
ー
在 

所
”
欲
ー
一
作
為
一
乎
。 

(

『真
聖
全
』

ー
・
ー
〇
九
頁) 

『大
阿
弥
陀
経
』

で

は

「
自
然
に
作
為
せ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、

『平
等
覚
経
』

で

は

「
自
在
」

と
訳
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
は
初
期
無
量
寿
経
の
漢
訳
当
初
か
ら
、

「自
然
」
は
自
在
と
同
じ
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

重
ね
て
、
漢
訳
五
本
を
見
れ
ば
、

〇

『大
阿
弥
陀
経
』

皆
有
二
自
然
萬
種
之
物
—
 

〇
百
味
飯
食' 

意
欲
レ
有
レ
所
レ
得
・ 

之

物

—〇

恣

若

自

然

卽

皆

隨

レ

意

。

卽
自
然 

在
レ
前
。
所
レ
不
レ
用
者
、
卽
自
然 

去
。
比 

如
二
第
六
天
上
自
然 

(

『真
聖
全
』

一
・
一
四
三
—
四
頁)

〇

『平
等
覚
経
』

皆
有
二
萬
種
自
然
之
物
—〇
百
味
飮
食
、
意
欲
レ
有
レ
所
レ
得
、
 

自
然
之
物―
〇

恣

若

自

然

則

皆

隨

レ

意

。

則
自
然 

在
レ
前
。
意
不
レ 

用
者
、
則
自
然 

化
去
。
比 

如
二
第
六
天
上

(

『真
聖
全
』

ー
，
ハ
三
頁)

〇

『大
経
』

阿
難
、
彼

佛

國

土

、
諸
往
生 

者
、

具
二
足
如
レ
是
淸
淨
色
身
、
諸

妙

音

聲

、

神

通

功

德―
〇
所
レ
處 

宮

殿

・
衣

服

・
飮

食

・
衆
妙
華 

香

・
莊
嚴
之
具
、
猶
二
第
六
天
自
然
之
物" 

(

『真
聖
舍
一
匸
ー
一
頁)
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〇

『如
来
会
』

復
次
阿
難
、
彼
極
樂
世
界
所
有
衆
生
、
或
已
生
、
或
現
生
、
或
當
生
、

皆
得
一
一
如
レ
是
諸
哪
色
身
、
形
貌
端
正
、
神
通
自
在
福
力
一 

具­
一
足
受
ー
ー-
用

種

種

宮

殿

，
園

林

・

衣

服-

飮

食

，
香

華

・
屡
珞
ハ 

隨
ー
ー
意
所
ッ
須 

悉
皆
如
レ
念
。
譬
如
一
一
他
化
自
在 

諸

天―
〇

(

『真
聖
全
』

一
・
ニ
〇
一
頁) 

〇

『荘
厳
経
』

而
彼
衆
生
、
色
相
端
嚴 

福
德
無
量
、
智
慧
明
了 

神
通
自
在
。
宮

殿

，
樓

閣

，
園

林

・

池

沼

，
衣

服

，
臥
具
、
如
二 

他
化
自
在 

天
最
上
快
樂
之
具­

一
切
豐
足
。 

(

『真
聖
舍
一
・
二
三
〇
頁) 

と
あ
る
よ
う
に
、

『大
阿
弥
陀
経
』

『平
等
覚
経
』

で

繰

り

返

さ

れ

る

「自
然
」
が

『大
経
』

で

は

た

だ

「
第
六
天
の
自
然
」
と
の
み
述
べ 

ら
れ
、

そ

し

て

『如
来
会
』

『荘
厳
経
』

で

は

「
自
然
」
が

消

滅

す

る

事

に

対

応

し
て

「
神
通
自
在
」

「
他
化
自
在
天
」
と
い
う
表
現
が
見 

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
経
典
翻
訳
史
の
上
か
ら
正
確
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
少

な

く

と

も

今

こ

こ

で

は

「
自 

然
」

か

ら

「
自
在
」

へ
と
、
同
一
教
説
上
に
お
い
て
窺
わ
れ
る
変
化
と
し
て
注
目
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ

の

よ

う

に

「
自
然
」

は
自
在 

と
同
じ
意
味
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
の
だ
が
、

で
は
浄
土
に
お
け
る
自
在
と
は
何
を
意
味
す
る
か
と
言
え
ば
、

そ
れ
は 

仏
の
自
在
神
力
に
他
な
ら
な
い
。
な
ら
ば

自

在
と

同
じ

意

味
を

持

つ

「
自
然
」
と
は
、
仏
の
自
在
性
が
賦
与
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
と
言
え

 ヽ

⑭

る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

『大
経
』

に

は

「
七
宝
華
中
に
お
い
て
自
然
に
化
生
す
」
と
い
う
教
説
が
あ
る
が
、

『如
来
会
』

の
同 

⑮

等

箇

所

で

は

「
忽
然
に
化
生
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ

れ

は

七

宝

華

中

へ

の

「
お
の
ず
か
ら
」

な
る
化
生
が
、
具

体

的

に

は

「忽
然
」
、
 

即

ち

「
た
ち
ま
ち
に
」
と
い
う
は
た
ら
き
で
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

『如
来
会
』

は
更
に
そ
の
先
続
け
て
、
化
生
が
一
体 

何
を
根
拠
と
し
て
果
た
さ
れ
て
い
く
か
を
述
べ
る
。

若
有
二
衆
生-

斷
二
除
疑
悔
一
積
ニ
集
善
根
ハ 

希
ニ
求 

佛
智
乃
至
廣
大
智
ハ 

信
二
己
善
根
-0
此
人
於
ニ
蓮
華
內
ハ 

結
加
趺
坐
、
忽
然 

化
生
、
 

瞬
息 

而
出
、

譬 

如-
一
他
國
有"

人

來

至

—〇
而
此
菩
薩
、
亦
復
如
レ
是
。
餘
國
發
心 

來-
一
生
極
樂
ハ 

見
ー
ー 

無

量

壽

佛-

奉
事
供

99



養
、
 

及
ー-
諸

菩

薩

・
聲
聞
之
衆
—〇
阿
逸
多
、
汝
觀
ー
ー
殊
勝
智
者
ハ 

彼
因
ー
ー
廣
慧
力-

故 

受
ミ
彼 

化
一
一
生 

於
蓮
華
中
ハ 

結 

加
趺
坐
。 

(

『真

聖

舍

ー

ニ

ニ

〇

頁) 

こ
こ
で
は
、
化
生
の
根
拠
に
如
来
の
広
慧
力
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
衆

生

の

化

生

は

「
自
然
」

に
忽
然
に
果
た
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ 

る
が
、
そ
れ
は
仏
の
威
神
力
を
根
底
に
し
た
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〇

『大
経
』

佛

吿

ー

阿

難

-0
彼
國
菩
薩
、
承
二
佛
威
神
ハ
ー
食
之
頃
、

往
一
詣 

十
方
無
量
世
界
一 

恭
一
敬
供
三
養 

諸

佛

世

尊―0

隨
二
心
所 

念
ハ 

華

香

・
伎

樂

・
繪

蓋

・
幢
旖
、
無
數
無
量
供
養
之
具
、
自
然 

化
生
、
應
レ
念
卽
至
。 

(

『真
聖
全
』

一
・
二
ハ
頁) 

〇

『如
来
会
』

阿
難
、
彼
國
菩
薩
、
皆
於
一
一
晨
朝
一
供
一
ー
養
他
方
無
量
百
千
諸
佛
—
 

〇

隨

”所
一
一
希
求
一
種
種
花
鬟
，
塗

香

，
末
香
・
幢
幡
・
繪
蓋
及
諸
音
樂
、
 

以
一
一
佛 

神

力-

皆
現­
一
手
中-

供
一­
養

諸

佛

—〇

(

『真
聖
全
』

ー
・
一
ー
〇
五
頁) 

『大
経
』

で
は
、
諸
菩
薩
が
諸
仏
を
供
養
す
る
に
あ
た
っ
て
、
供

養

の

具

が

「
自
然
」

に
化
生
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
同

じ

く

『如 

来
会
』

で

は

「
仏
の
神
力
を
以
て
み
な
手
中
に
現
れ
る
」

と
説
く
。
「
自
然
」

が
消
滅
す
る
代
わ
り
に
、

そ
の
内
容
で
あ
る
仏
の
神
力
が 

表
現
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
言
え
よ
う
。
以

上

の

よ

う

に

『大
経
』

の

「
自
然
」
は
仏
の
威
神
力
、
換
言
す
れ
ば
本
願
力
を
根
拠
に
す
る
は 

た
ら
き
を
表
す
用
語
で
あ
る
と
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

そ

こ

に

『大
経
』
と

い

う

経

典

が

持

つ

に

至

っ

た

「
自
然
」

の
意
義
が
あ
る
と 

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
本

願

を

説

く

経

典

で

あ

る

『大
経
』

に

用

い

ら

れ

た

「
自
然
」
は
、
そ
の
多
く
が
修
飾
語
と
し 

て
存
在
す
る
よ
う
に' 

本
願
力
に
住
持
さ
れ
た
浄
土
の
徳
相
を
表
す
用
語
と
な
っ
た
。

そ

れ

は

老

荘
が

意

味
す

る
と
こ

ろ

の

「
お
の
ず
か 

ら

し

か

る

こ

と

，
も
の
」
と

し

て

の

「自
然
」
と
は
異
な
り
、
本

願

の

は

た

ら

き

を

表

す

『大
経
』
な

ら

で

は

の

「
自
然
」

で
あ
る
。
そ 

し
て
、

こ

の
は

た
ら
き

の
意
味
を

内
包
す

る
「
自
然
」
を
、
自
ら
の
課
題
の
中
か
ら
主
体
的
に
読
み
取
っ
て
い
っ
た
の
が
親
鸞
で
あ
っ
た
。

100



四

、

親

鸞

の

視

点 

親

鸞

が

『大
経
』

の
中
、
殊
に
大
切
に
し
た
教
説
の
一
つ
に
、
次
の
五
言
ハ
句
が
あ
る
。 

必
得
一
一
超
絕
去
ハ 

往
一
一
生
安
養
國
ハ 

橫
截-
一
五
惡
趣
ハ 

惡
趣
自
然
閉
。

昇
レ
道
無
二
镰
極―
〇
易
レ
往
而
無
レ
人
。
其
國
不
二
逆
違-

自
然
之
所
レ
牽
。 

(

「真
聖
全
」

ー
ニ
ニ
ー
頁) 

こ
の
教
説
は
娑
婆
世
界
の
実
相
を
説
く
三
毒
五
悪
段
の
劈
頭
に
あ
る
の
だ
が
、
試

み

に

『大
経
』

の
科
文
に
従
っ
て
そ
の
位
置
を
示
す 

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「

序 

分

厂

流

通

分

す
る
と
、

こ
の
五
言
ハ
句
は
如
来
浄
土
の
因
果
、
衆
生
往
生
の
因
果
を
説
き
終
え
て
釈
尊
の
勧
誡
が
始
ま
る
と
こ
ろ
の
教
説
で
あ
り
、
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「
自
然
」

で

言

え

ば

「
無
為
自
然
」
と

「
業
道
自
然
」

の
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
構
造
上
か
ら
言
え
ば
、

「
無
為
自
然
」

の
浄
土
の 

境
界
と
、

「
業
道
自
然
」

の
娑
婆
世
界
と
を
結
ぶ
位
置
に
あ
る
の
が
こ
の
五
言
八
句
の
教
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
ま
さ 

に
、
三
毒
五
悪
段
の
娑
婆
世
界
と
密
接
に
関
わ
っ
た
、
本
願
力
を
象
徴
す
る
教
説
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
 

こ

こ

に

見

え

る

「
自
然
」
が
、
親

鸞

の

「
自
然
」
理
解
の
源
泉
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
親

鸞

は

『尊
号
真
像
銘
文
』

で
こ 

の
経
文
に
対
し
て
詳
細
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

「
自
然
之
所
牽
」

に
対
す
る
解
説
を
掲
げ
て
み
る
と
、
 

眞
實
信
を
え
た
る
人
は
大
願
業
力
の
ゆ
へ
に
、
自
然
に
淨
土
の
業
因
た
が
は
ず
し
て
、
か
の
業
力
に
ひ
か
る
る
ゆ
へ
に
ゆ
き
や
す
く
、
 

无
上
大
涅
槃
に
の
ぼ
る
に
き
わ
ま
り
な
し
と
の
た
ま
へ
る
也
。

し
か
れ
ば
自
然
之
所
牽
と
ま
ふ
す
な
り
。
他
力
の
至
心
信
樂
の
業
因 

の
自
然
に
ひ
く
な
り
、

こ
れ
を
牽
と
い
ふ
也
。
自
然
と
い
ふ
は
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
と
な
り
。

(

『定
親
全
』
三
・
ハ
〇
頁) 

と
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
を
浄
土
に
牽
く
は
た
ら
き
を
示
す
経
文
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
流
転
の
衆
生
界
を
超
え
て
、
真
実
の
境
界
に
生 

ま
れ
さ
せ
よ
う
と
い
う
大
願
業
力
の
は
た
ら
き
を
象
徴
す
る
教
説
と
し
て
、
親
鸞
は
読
み
取
っ
て
い
く
。

つ
ま
り
親
鸞
は
、

こ
の
五
言
ハ 

句
は
三
毒
五
悪
段
の
衆
生
界
に
は
た
ら
く
本
願
力
を
象
徴
し
て
い
る
教
説
で
あ
る
と
理
解
し
、

そ

し

て

こ

こ

に

説

か

れ

る

「
自
然
」
を 

「
願
力
自
然
」
と
し
て
受
け
と
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
当
然
こ
の
視
点
は
、
親
鸞
自
ら
の
体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

0
 

親
鸞
は
、
自
ら
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
法
然
と
の
出
遇
い
の
意
味
を
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
」
と
自
覚
化
し
て
述
べ
る
が
、

そ 

れ
は
ま
さ
に
自
力
を
翻
し
本
願
力
に
乗
託
す
る
仏
道
に
立
っ
た
こ
と
の
表
明
で
あ
る
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
も
は
や
自
力
執
心 

に
迷
悶
す
る
こ
と
の
な
い
身
、
即
ち

是
非
善
悪
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
あ
る
が
ま
ま
」
な
る
存
在
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ

⑱

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
親
鸞
の
中
に
露
わ

に
な

っ
た
の
は

「
三
部
経
千
部
読
誦
」

の
体
験
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

み
ず
か
ら
に
潜
む
自
力 

執
心
の
根
深
さ
で
あ
っ
た
。
親

鸞

が

晩

年

に

表

し

た

「
愚
禿
悲
歎
述
懐
和
讃
」

に
も
、

淨

土

眞

宗

に

歸

す

れ

ど

も

眞

實

の

心
は

あ

り
が

た

し

虛
假
不
實
の
こ
の
み
に
て 

淸
淨
の
心
も
さ
ら
に
な
し 

(

『定
親
全
」
二1

一
〇
ハ
頁)
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と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
終
生
、
虚
仮
不
実
な
る
我
が
身
を
凝
視
す
る
眼
が
親
鸞
に
は
あ
る
。

こ
の
和
讃
が
制
作
さ
れ
た
の
が
、
親
鸞
ハ 

十
六
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
親

鸞

が

「
自
然
」

に
つ
い
て
特
徴
的
に
語
っ
た
、
か

の

「
自
然
法
爾
」
法
語
が
な
さ
れ
た
の 

も
親
鸞
ハ
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
こ
の
法
語
に
お
い
て

描
か
れ
る
親
鸞
の
「
自
然
法
爾
」
と
は
、

一
見
晩
年
に
到
達
し
た
あ 

る
が
ま
ま
な
る
心
境
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

「
は
か
ら
い
の
な
い
」
と

い

う

意

味

の

「
自
然
」
を
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

そ
の
親
鸞
の
心
境
は
、
あ
る
が
ま
ま
な
る
自
由
な
境
地
と
受
け
取
ら
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
親
鸞
は' 

こ
の
法 

語
と
同
じ
年
に
、

こ

の

「
愚
禿
悲
歎
述
懐
和
讃
」
を
制
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
真
実
と
は
な
り
え
な
い
、
自 

ら
の
虚
仮
不
実
性
を
凝
視
す
る
姿
勢
が
あ
る
。

こ

の

身

の

事

実

と

「
自
然
」

が
一
体
如
何
に
響
き
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
愚
禿
悲
歎
述 

懐
和
讃
」
と

「
自
然
法
爾
」
法
語
の
制
作
年
代
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は' 

親
鸞

に

お

い
て

は

人

間

の

自

力

の

問

題
と

「
自
然
」
と 

は
決
し
て
別
物
で
は
な
く
、
同
じ
地
平
で
考
察
す
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
自
力
執
心
の
根 

深
き
衆
生
に
、

一

体

「
自
然
」
は
如
何
に
実
現
す
る
の
か
。
そ
れ
は
親
鸞
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
願
力
自
然
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ 

っ
た
。
自

力

執

心

の

衆

生

に

と

っ

て

「
自
然
」
と
は
決
し
て
彼
方
に
あ
る
理
想
の
境
地
で
は
な
く
、
願
力
自
然
と
し
て
実
現
し
て
く
る
も 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
視
点
に
立
っ
て
読
ま
れ
た
の
が
、

五
言
八
句
の
教
説
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
願
力
自
然
と
し
て
、
ど
こ
ま 

で
も
自
力
の
問
題
を
抱
え
る
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
る
妙
用
を
表
す
教
説
と
、
親
鸞
は
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
 

ま
た' 

そ
の
読
み
取
り
の
姿
勢
は
、
親

鸞

の

「
自
然
」

の
解
説
に
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

自
然
と
い
ふ
は
、
自
は
お
の
づ
か
ら
と
い
ふ
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
然
と
い
ふ
は
、
 

し
か
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
ば
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
如
來
の
ち
か
ひ
に
て
あ
る
が
ゆ
へ
に
。

(

「獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
『定
親
全
』
三
・
五
四
頁) 

本

来

「
お
の
ず
か
ら
し
か
る
」
と

読

む

べ

き

「
自
然
」
を
、
親

鸞

は

あ

え

て

「
お
の
ず
か
ら
し
か
ら
し
む
る
」
と
読
む
。
こ
れ
は
如
来 

の
本
願
の
、
自
ら
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
意
識
し
て
の
読
み
方
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
こ
れ
は
、

『大
経
』

の

「
自
然
」
を
基
に
し

103



た
了
解
で
あ
る
。
経

典

自

ら

が

持

っ

た

は

た

ら

き

と

し
て

の

「
自
然
」
、
そ
れ
が
特
に
五
言
八
句
の
中
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は 

そ

の

「自
然
」

の
意
義
を
正
確
に
読
み
取
り
、
主
体
的
に
自
ら
へ
の
は
た
ら
き
を
表
す
教
説
と
理
解
し
て
い
く
。
そ
の
読
み
取
り
は
、
自 

力
執
心
の
我
が
身
に
と
う
て

い
望
む
べ
き
も
な
い
「自
然
」
が
、
本
願
力
に
よ
っ
て
は
か
ら
ず
も
我
が
身
に
実
現
し
て
い
る
と
い
う
、
身 

の
事
実
へ 

の
発
見
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

お

わ

り

に

『大
経
』

の

「
自
然
」
は
、
経
典
の
翻
訳
時
の
状
況
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
老
荘
思
想
を
媒
介
に
し
た
用
語
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な 

い
。
し
か
し
削
除
さ
れ
つ
つ
、
保

持

さ

れ

て

き

た

と

い

う

面

が

あ

る

『大
経
』

の

「
自
然
」
は
、
も
は
や
道
家
の
思
想
の
枠
内
を
超
え
て 

『大
経
』

の
教
説
を
担
っ
た
欠
か
せ
ぬ
用
語
と
な
っ
た
。
親
鸞
の
眼
差
し
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ

ま

り

本

来

「
お
の
ず 

か

ら

し

か

る

こ

と

，
も
の
」

で

あ

る

「自
然
」
を
、

『大
経
』

の

「
自
然
」
を

通

し

て

「
お
の
ず
か
ら
し
か
ら
し
む
る
は
た
ら
き
」
と
読 

み
取
っ
た
親
鸞
は' 

自
ら

の

仏

道
を

支

え

る

道

理

と

し
て

「
自
然
」
を
受
け
と
め
て
い
く
。
そ
こ
に
親
鸞
の
主
体
的
で' 

き
わ
め
て
現
実 

的

な

「
自
然
」
理
解
が
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。

凡
例

-

引
文
の
出
典
は
左
記
の
通
り
略
記
し
た
。

『真
宗
聖
教
全
書
』(

大
八
木
興
文
堂)

・
・
・
『真
聖
全
』

『定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』(

法
蔵
館)

・
・
・
『定
親
全
』

，

『老
子
道
徳
経
』(

『老
子
』)

、
『南
華
真
経
』(

『荘
子
』)

は
四
部
叢
刊
所
収
本(

上
海
商
務
印
書
館)

を
用
い
た
。

-

引
文
の
傍
点
は
筆
者
が
付
し
た
。
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註
①
 

藤
田
宏
達
『原
始
淨
土
思
想
の
研
究
』(

岩
波
書
店)

参
照
。

②
 

藤
田
宏
達
『前
掲
書
』
，
福
永
光
司
『中
国
宗
教
思
想
こ(

岩
波
書
店)

参
照
。

③ 

『真
聖
全
』
­
1

二
頁

④
 

徳
永
道
雄
「
「自
然
法
爾
」
の

系

譜(1)
」(

京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
『研
究
紀
要
』
九
号)

，
森
三
樹
三
郎
『老

子'

壮
子
』(

講
談 

社)

。

⑤

〈無
量
寿
経
〉
漢
訳
諸
本
の
訳
出
年
代
は
、
即
ち
訳
者
問
題
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が' 

初
期
無
量
寿
経
に
お
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し
て
お
り 

決
定
し
が
た
い
。
『大
阿
弥
陀
経
』
は
現
在
、
支
謙
説
と
支
婁
迦
讖
説
が
有
力
で
あ
り
、
『平
等
覚
経
』
は
竺
法
護
説' 

魏
の
帛
延
説
、
前
涼
の
帛
延 

説
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
て
い
る(

藤

田

宏

達

『前
掲
書
』
参
照)

。
ま

た

『大
経
』
は
仏
陀
跋
陀
羅
・
宝
雲
の
共
訳
説
が
現
在
支
持
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
訳
者
の
場
合
を
想
定
し
て
、
漢
訳
五
本
の
訳
出
年
代
を
掲
げ
れ
ば
左
記
の
通
り
に
な
る
。

「大
阿
弥
陀
経
』

支
婁
迦
讖
訳
の
場
合

二
世
紀
後
半

支
謙
訳
の
場
合

三
世
紀
前
半

『平
等
覚
経
」 

魏

・
帛
延
訳
の
場
合

三
世
紀
中

『大
経
』

竺
法
護
訳
の
場
合

前

涼

・
帛
延
訳
の
場
合

仏
陀
跋
陀
羅
・
宝
雲
共
訳

『如
来
会
」 

菩
提
流
志
訳

「荘
嚴
経
」 

法
賢
訳

四
世
紀
前
後

四
世
紀
後
半

五
世
紀
前
半

ハ
世
紀
前
半

十
世
紀
末

⑥
 

鳩
摩
羅
什 

(
3
5
?
4
0
9
)  

が
般
若
教
学
を
体
系
的
に
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
格
義
の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
と
さ
れ
る
が
、
初
期
無
量
寿 

経
の
訳
出
は
鳩
摩
羅
什
以
前
で
あ
り'

『大
経
」
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
こ
と
に
は
注
目
出
来
よ
う
。

⑦ 

〈無
量
寿
経
〉
を
比
較
対
照
す
る
上
で
、
香
川
孝
雄
『無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』(

永
田
文
昌
堂)

を
大
い
に
参
照
し
た
。

⑧
 

『大
経
」

の

「自
然
」
は
、
無
為
自
然
，
業
道
自
然
、
更
に
は
願
力
自
然
の
三
種
の
定
義
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
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⑨⑯⑮⑭⑬⑫⑪ ⑩⑱⑰

コ
大
無
量
寿
経
』
の

「自
然
」
—
親
鸞
の
視
点
か
ら
一
」(

『真
宗
研
究
』
第
四
十
五
輯)

に
お
い
て
述
べ
た
。
 

老
子
者
。
楚
苦
縣
厲
鄕
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
。
名
耳
。
字
伯
陽
。
謚
日
聃
。
周
守
藏
室
之
史
也
。(

中
略)

見
周
之
衰
。
迺
遂
去
至
關
。
關
令 

尹
喜
日
。
子
將
隱
矣
。
彊
爲
我
著
書
。
於
是
老
子
迺
著
書
上
下
篇
。
言
道
德
之
意
。
五
千
餘
言
而
去
。
莫
知
其
所
終
。(

『史
記
』
二
百
衲
本
ー 

ー
十
四

(

一)

』(

臺
灣
商
務
印
書
館)

七
五
二
頁)

莊
子
者
。
蒙
人
也
。
名
周
。
周
嘗
爲
蒙
漆
園
吏
。
與
梁
惠
王
齊
宣
王
同
時
。
其
學
無
所
不
闕
。
然
其
要
本
歸
於
老
子
之
言
。
故
其
著
書
十
餘
萬
言
。

ー。(

『同
前
』
七
五
三
頁)

爲
無
為
。
則
無
不
治
。(

安
民
第
三
・
四
頁) 

萬
物
盡
然
。
而
以
是
相
蘊
。(

斉
物
論
篇
・
二
四
頁) 

た

だ

し

『荘
子
』(6) 
の

「自
然
」
は

「
み
ず
か
ら
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
の
で
除
く
。

於
七
寶
華
中
。
自
然
化
生
。(

『真
聖
全
』

一
・
四
三
頁)

於
蓮
華
內
。
結
如
趺
坐
。
忽
然
化
生
。(

『真
聖
全
』

一1

ー
ー
〇
頁)

こ
の
構
造
を
持
つ
の
は
、
〈無
量
寿
経
〉
漢
訳
諸
本
の
中
で
は
『大
経
』
の
み
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
三
毒
五
悪
段
の
な
い
『如 

・
会
」
『荘
厳
経
」
は
勿
論
の
こ
と
、
『大
阿
弥
陀
経
』

『平
等
覚
経
』
も
三
毒
五
悪
段
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
段
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
「業
道
自 

匚
と
い
う
べ
き
「自
然
」
が
多
数
見
ら
れ
る
の
で
こ
の
構
造
を
持
つ
と
は
言
え
な
い
。

棄
雜
行
兮
歸
本
願
。2

定
親
全
』

一
ニ
ニ
ハ
一
頁) 

工
疋
親
全
』
三

・
一
九
五
頁

106


